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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
ていく事

＜連絡事項＞

· 3/20・21、院内研修実施

· 緊急時の応援要請について：電話で連絡する場合には個人宛に電話せず、緊急の旨を電話

対応スタッフへ伝えて周知及び応援を依頼する事

· 医事統計のデータまとめを3月中に実施する事

担当：デイケア　　　⇒川井・高森

デイナイトケア⇒佐々木・松川

ナイトケア　　⇒柴田

· 避難訓練を今年度中に再度実施予定。避難訓練実施前に避難時の行動を確認していく

＜利用者様情報＞

・岩沢　正和様～本日でデイケアの利用が最後だと話しているが、在籍は3/31までの予定。自分の仕事に対する姿勢を語っており、他者に誉めて欲しい様子見られている。

・北村　奈美様～本日の外来受診時に担当医から青山荘の日中利用を勧められたと報告されている。本人としては対人関係の構築を利用目的としており、生活技能は一通りできる為、デイケアの利用を継続したいが生活リズムに問題があると感じているとの事。生活リズムの改善の為に青山荘を短期で利用し、改善が図れた場合にはデイケアの利用を再開したいと考えているとの事。

最近の様子としてお母様と喧嘩する機会が多く、3月初旬には落ち込みが酷く、灯油をかけて死のうと考えた事もあったとの事。弟様へ相談し実行する事無く気分は落ち着いたと話している。

・田向　玲美様～自分の欠点を書き出した紙を複数のスタッフへ見せてこられており、改善のアドバイスを求めている。欠点については改善しようとは考えていない様子で、アドバイスをしても聞き流している。

・船場　幸子様～青風荘スタッフから青山荘へ居住地が移動する事が伝えられたと話されている。生活場所が変更となることへの不安を確認すると、「青山荘に戻ってから生活を合わせることが出来るか不安」と訴えている。

・村上　元道様～右手の強張りがあると昨日のナイトケア利用時に訴えており、日中から症状があったとの事。右手に力を入れると第４・５指が攣るような感覚があり、パンの作成作業もやりにくさがあったとの事。水曜まで様子をみて状態が続くようであれば、外来にて相談すると話している。

＜外来様情報＞

・浅坂　政美様～採血の結果HbA1cが改善している。1ヶ月間注意して生活するよう説明。肘の状態は大丈夫と話している。

・種本　サハ様～採血の結果HbA1cが上昇している。食事に気をつけるよう指導あり。

・清水　泰雅様～生活リズムが崩れていると話しており、眠剤（ハルラック）を追加処方。2週間様子を見て改善が無ければ、青山荘の利用を検討する事としている。

・澤口　直美様～体重増加傾向にあり、外来受診時に測定していく事としている。

・小坂　君子様～薬の飲み忘れがあったと話している。家族の事について訴えがあるが、現実が妄想かの判断が出来ない為、五福が家族に確認を取っていく事としている。エコーが多い為、来週の受診までに訴えがあった際には事前に情報提供していく。

